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パネル発表 『デザ イン理論 』50/2007

都市 と フ ァ ッシ ョン

ファッシ ョンの背景 と しての都市 ・建築/三 輪町複合施設 め くば一 る三輪(竣 工1999.3)

徳 岡昌克/徳 岡昌克建築設計事務所

敷地 は,東 は既存 の公民館,ホ ール,働 く婦人

の家,役 場 などに近 く,北 は山並みを望み,南 西

は春には雲雀 のさえず りが聞かれ る田園風景につ

ながっている。 ここに老人福祉セ ンター,健 康福

祉館,町 民 ホール,学 習館,図 書館か らな る複合

施設 を,と の企画で あったた め,か ねてか ら都市

や街づ くりにつ いて考えて きたことを実現でき る

のではないか との期待があ った。つま り,個 々の

建築物が構成す る街区や都市 をメカニズム として

論ずるだけで な く,視 覚的 イメー ジ,風 景 として

とらえてみ たいと思 っていた。

三輪町 は 「邪馬台の里」 と称せ られ るほど詩情

豊かな史跡や風景 に恵 まれて いるが,町 の中心 と

なる街 区はいま形成 されて はいない。 これだけの

施設 を一挙 に完成 させ るのだか ら,町 のみんな,

あるいはここを訪れ る人た ちがち ょっとお しゃれ

を して楽 しく集 い,良 好な コ ミュニテ ィ形成に寄

与 するよ うな,ま た フ ァッシ ョンの背景 となるよ

うな街 区を作 ってみ たいと思 った。生き物のよ う

に街区や都市 が新 しい建築行為を許 し,そ の魅力

を持 ち続 けてい くた めの布石 として,緑,道,広

場を計画 して,そ こに部分 と しての各施設を張 り

付けてみた。 こう して おけば全体 と しての街区や

都市 はニーズに即 して その魅力を もち続 けられ る

のではないかと期待 した。

緑豊 かな都市景観 を形成す るため に,緑 を育て

る太陽や風雨 の向きに留意 し,こ の地の地理的特

徴をに らん で,シ ンボル とな って いる目配 山への

視線 を通 し,城 山に も視界 を開 いて敷地内の広場

か ら望 む山を背景 に した風景 に配慮 した。

本計画 では,敷 地の東側にあ る既存の町施 設に

近 い側を文化 ゾーン,西 側を福祉 ゾー ンとして位

置づ け,文 化的色合いの濃い町民 ホール,学 習館,

図書 館と,老 人福祉セ ンター,健 康福祉館のふた

つの主 な機能が社会的教育 とい う絆で結 ばれた複

合施設 と してと らえ,集 落配置 してい る。 各施設

は,方 位 に対 し約40度 振 られてい るため,2面 が

おのおの南東 および,南 西 に向 くことにな り,終

日日影 となる部分を ほとん どな くす ことが可 能 と

な り,植 生 を助長で きると考えた。 町民 ホール と

学習 館の問に路地を設 けたが,そ れは 　情報 の小

道」 と名づ け られ,図 書館 に至 る。

わが国では,街 道が流通 ・文化 ・情報 の発 信基

地 とな っていたことに思 いを馳せた。 この3館 に

はそれぞれ大通 りに面 して企画展示 コーナーを設

けた。 町民 ホールの ホワイエは大通 りに面 し,大

き く開放 されて,種 々の催 しに対応でき るよ うに

した。 各施設 は豊かな屋外空間 により連結 され る

よ う試 みた。

こうして,こ の界隈の人 々の移動 につれて土地

の歴 史に関連づ けられた さまざまな風景が現 れ,

歩いていて楽 しい空間 とな るよう,ま た各建 物 も

自己主張を少 し押 さえて,長 くファッシ ョンの背

景 として生 き続 ける建築 に徹す るデザ インを心が

けた。 そのため,耐 久性 に優れた銅板葺きの勾配

屋根や煉瓦積 みの外壁な どの落 ち着いた集落建築

群 とした。 自然採光,自 然換気,自 然排煙,外 気

冷房等,環 境共生手法 を有効 に活用 したデザ イン

を心 がけた。

三輪町複合施設～めくば一る三輪～
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フ ァ ッ シ ョ ン と し て の 建 築/VOビ ル デ ィ ン グ(竣 工1998.11)

全 国で事業 を展開 してい るクライア ン トが,発

祥 の地 である大阪,北 新地で建替を計 画 し,コ ン

ペの結 果我 々の案が採用 された。 クライア ン ト並

びに旧VOビ ルは地域の先導的役割を果た してき

た とい う歴 史があ り,こ の プロジェク トは中心市

街地 の活性化 のための最初の ステ ップ と位置 付け

られ る。計画 に際 しメモリアル ビルとしてメ ッセー

ジ性 の高いラ ン ドマークとな る建築を 目指 した。

構成 は各階 とも飲食店舗のテナ ントビルであり,

2階 より上は1フ ロア1～3店 舗の配置が可 能な

プ ランとしている。構造 は地上部分は鉄骨造,地

下は既存躯体を土留 めと して利用 し,内 側にRC

造の壁を配 した二重壁と している。 この ビルは数

多 くのネオ ンがあふれる人通 りの多 い賑やかな通

りに画 してお り,複 雑 で奇抜 な形態や,異 な った

材料で ファサー ド面を分割す るような デザ インは

かえ って混乱に埋没 して しまい効果的でない と考

え,敢 えて和紙調合わせガラスとステンレスフレー

ムの シンプルなデザイ ンを選択 した。 メッセー ジ・

ウォール と名付けられた可変性のあるガラスのファ

サー ドは,昼 間はフレームのプロt一 ション,エ ッ

ジの ディテール に留意 した面の構成によって 日本

の"障 子"の イメー ジを表現 し,夜 間はデー タ入

力 された2000パ ター ンの照明が多様 な表情 を映 し

出す。 この調光 システムは4つ のタイプの光源 で

構成 され,光 の3原 色,赤,緑,青 のアク リル製

のカラーチ ューブに包 まれた調光 トラフ(1つ は

裸のまま白を用いて)が あ らか じめ コンピュー ター

プロ グラ ミングされたパ ター ンを 自動 的に点灯 さ

せ る。

大都市に おいては,人 工 的な環境の中で季節の

移 ろいを感 じることが難 しいため,秋 には紅葉の

イメージ,夏 には若葉や青空 のイメー ジというよ

うにこのファサー ドで季節感 の演 出を試みた。
"光"と いう普遍的なテーマを最大限 に利用す

ることで,空 間は訪れ る,ま た通 り過 ぎる人 々に

新た な出会 いと発見を演出する装置 とな る。建物

とメ ッセー ジ ・ウォール との間にはガラス屋根の

架か った吹 き抜 けが あり,そ こか らの眺め は,丸

窓か ら光が漏れ,外 部 とはまた違 った雰囲気を も

た らす。

建築 の種 々のサ イクルを考え,耐 久性 のある構

造体 と,部 材,設 備 の可変性を考慮 した。商業建

築 において は,客 や オー ナーの関心 を保持 し続 け

るこ とが不可 欠で あ り,改 修 ・更新 の際 には,他

店 の営業を妨 げず に工事が出来 るよう,設 備用の

配管 トレンチは床下 に,パ イプ シャフ トは共用部

に面 して配 した。建物全体の建替えを不要 とす る

ことで,ク ライア ン トに対 しては建設 コス トの減

少を もた らし,環 境 に対す る負担 も軽減 できる。

建物 の スクラ ップア ン ドビル ドを避 けることは,

サステ ィナブル 。デザイ ンを考え るうえで も大変

重要 であ る。商業空 間 もサービスを提供す る単 な

る器 で はな く,そ の質が重要であ る。

量 か ら質の時代 といわれて久 しい今 日,建 築家

は質の高いサー ビスに基づ いた生産をいかにデザ

インす るかを考えていかなければな らない。

VOビ ル昼景 VOビ ル夜景
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